
1.　事業の成果

・以下の事業を実施した。

2.　事業の実施に関する事項

特定非営利活動に係わる事業

定款の事業名

（特定非営利活動事業）

１．地域の定住促進
につながる相談窓口
やサポート事業

ビジターセンター運営
事業／視察対応

①空き家情報や就労情報など移住に
必要な情報のワンストップ化：
活動日（310日）／相談件数（300件）
②地域情報誌の編集・制作：
発行（年12回）／地域の団体と連携
し、会議実施（25回）
③地域視察＝他団体との連携：
another home gujo 視察・案内（２回）
／めいほう観光協会との連携　（9月
山里研究会視察）

４月〜
３月

郡上市明宝 ２名
明宝の取り組みに
関心のある他地域
住民

地域の魅力発信・調査

地域の魅力を発信する「地デザイン」
の推進：
①月刊めいほうの発行・情報発信に
よるUターン促進（毎月800戸配布・市
外の若者21名に送付）／めいほう出
版との連携
②一社）郡上ふるさと定住機構との連
携（移住に関する冊子制作）
③小川地区（54世帯）調査事業　アン
ケート調査を実施（回答：35件）
④地域ブランド米とコラボ（揖斐川町・
ぎふコーラ）

随時 郡上市明宝 ３名

農山村暮らしに関
心のある都市住
民、及び、明宝800
世帯

市民協働センター
サブセンター運営

相談日の開設（12回）／イベント・運
営会議・連絡会議等への参加（２回）
／中学生総合授業のコーディネート
（１回）

通年 郡上市明宝 ２名
明宝地域住民・地
域の中学生

２．空き家の管理運
用及び有効活用に
係る事業

空家管理

ふるさと栃尾里山倶楽部　住宅管理
／シェア工房管理
明宝地域協議会との協働：
空き家予備軍に関する働きかけ／
10/1勉強会の実施

通年
明宝気良、
二間手地区

３名 明宝地域住民

空家活用
受付代行

二間手　古民家・源右衛門の活用：
anoter home gujo他（20回利用）
二間手　ものづくり工房の活用：
ワークショップや勉強会、販売会等
（38回利用）

通年 明宝地域 ５名
明宝地域住民／農
山村暮らしに関心
のある都市住民

３．集落活動支援及
び集落の支援に係る
人財育成を図る事業

（１）実践隊事業
他団体の実践隊との協働：
地域情報誌『月刊めいほう』を発行

４月〜
３月

明宝地域 ３名
明宝地域住民及び
明宝に関心のある
都市住民

0

（２）地域資源活用事業
地球環境基金の助成を得て、資源を
活用したワークショップ及び商品開発
／地域内サプライチェーンの構築

４月〜
３月

明宝地域 ４名
明宝地域住民及び
明宝に関心のある
都市住民

0

（3）明宝中学校
中学生聞書集作成

明宝中学校・明宝公民館・NPO法人
ふるさとめいほうとの協働：
冊子制作・印刷

６月〜
２月

明宝地域 ３名
明宝地域の中学２
年生及び地域のお
年寄り、父兄

148,834

（４）チャレンジ事業

①ミキ塾の年間実施　（授業月４回延
べ118名）・中高生対象の塾及び小学
生向けそろばん塾
②郡上高校課題探求型学習の参加
（１回）
③郡上高校課題研究サポート（冊子
制作補助）

通年 明宝二間手 ４名 郡上地域住民 0

受益対象者の範囲
及び人数

事業内容 事業詳細
実施日

時
実施場所

従業者
の人数

支出額

3,346,658

185,929

令和２年度の事業報告書

令和２年5月1日から令和3年4月30日まで

特定非営利活動法人　ななしんぼ



４．地域づくり団体等
の事務支援に関する
事業

（１）明宝山里研究会受
付代行

情報発信サポート／薪販売受付代行
（対応件数63件）／イベントのサポー
ト

通年 明宝二間手 ３名
薪ストーブユー
ザー及び森に関心
のある都市住民

（２）地域団体事務・経
理代行

①交通安全協会　発送・経理代行
②長良川カンパニー　会計に関する
相談対応

通年 明宝地域 ２名 明宝地区住民

（３）明宝地域イベント・
PR・ブランド化協力

①情報発信：
ななしんぼホームページ・めいほうブ
ログ（アクセス数　28,979件）
フェイスブック（55回投稿/平均月リー
チ数　1,230件）
②チラシ・広報物、商品ラベル等地域
広報・販促サポート：
（明宝山里研究会　チラシ制作／日
出雲の恵み・せせらぎ米　商品ラベル
出力、／たかす農泊協議会　コンセプ
トワーク・取材)
③生産体制づくりに関する調査

４月〜
３月

明宝地域 ３名
明宝地域住民及び
都市住民

５．小水力発電や木
質バイオマスなど自
然エネルギーの普及
に関する事業

次世代エネルギーイン
フラ管理

次世代エネルギーインフラ（中山間
地）管理・運営業務

通年 明宝地域 ３名 明宝地域住民 270,370

森の恵みの有効活用
事業（地球環境基金）

森と命のつながりを伝える活動
①野生鹿の皮とツノや里山・森林資
源を使った商品開発・試作（３７点）
②講座やワークショップの実施：（14
回）
6/19鹿革商品開発ワークショップ（手
しごと会）／7/17、3/18、3/23鹿革な
めし（全3回)／7/23豆皿づくり／8/5
藁馬づくり／9/3写真講座／9/25腰カ
ゴづくり講座／10/23源流サウナ／
12/6鹿革バインダーづくり／12/19鹿
角お守りペンダントづくり（2回/日）／
12/23しめ縄づくり／12/24レーザー
カッターを利用したものづくり
③商品の需要調査、販売機会の創出
12/1〜1/12　郡上八幡町　町屋敷越
前屋への出店（出店9組　　延人数
913人）
④フィールド調査：
奥住、気良、二間手、寒水／E−bike
の利活用・検討

通年 明宝地域 ５名

明宝地域及び森林
活用に関心の高い
都市住民及びて仕
事に興味のある地
域住民

2,239,225

「森家」見学

森林資源を活用したモデルハウス
「森家」（薪ボイラー活用、薪ストーブ
活用、50年生の木材を活用した家）見
学　見学者30名、木材5立米・林内の
枝など残材の活用

通年 明宝地域 ２名
明宝地域及び森林
活用に関心の高い
都市住民

0

７．多様な人が集ま
る場づくりと運営を行
う事業

MOSO塾の運営
2/10自然エネルギーに関するワーク
ショップ（参加者　11名）

５月〜
３月

明宝地域 ５名 明宝地域住民

コミュニティ・カフェ運用
とワンデイシェフの実
施

①ミキの会　勉強会
②個人塾の活用（週4回開講）
③会議・勉強会利用（月刊めいほう編
集会議等）

利用随
時 明宝二間手 ６名

明宝地域住民及び
都市住民

８．その他この法人
の目的を達成するた
めに必要となる事業

メディア発信 マスコミへの情報発信等 通年 明宝二間手 ５名
明宝地域住民及び
都市住民

0

活動情報情報発信
ホームページ、ブログ、FBなどによる
定期的情報発信

通年 明宝二間手 ４名
明宝地域住民及び
都市住民

0

その他 事務所運営管理 通年 明宝二間手 ４名 郡上地域住民 0

計 6,393,462

６．森林資源の有効
活用に関する事業

150,689

51,757


